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学会等発表 

 

腸管出血性大腸菌 O128（VT2f）のリアルタイム PCR

と免疫磁気ビーズを用いたスクリーニングと分離 

 

吉原純子１、奥島祥美１、北橋智子１、木原顕子１、 

都竹豊茂１、三井良雄１、伊藤健一郎２ 

（１千葉市環境保健研究所、２国立感染症研究所） 

 

平成 25年度（第 26回）地研全国協議会 関東甲信静支

部細菌研究部会 

 

要旨：千葉市内の保育所で、稀な EHEC O128（VT2f ）

の患者が発生し、リアルタイム PCRによるスクリーング

及び免疫磁気ビーズ法による分離を試みたので、その概

要を報告する。 

平成 24 年 6 月、保健所に EHEC O128 の患者が発生

したとの連絡が入った。患者は市内保育所に通う 2 歳男

児で、発症後も保育所に通所していたことから、二次感

染の有無を確認するため当所にて保育所関係者（保育所

児童、家族、職員）及び患者陰性化確認の計 127 件の検

便を実施した。 

 まず患者株の性状等を確認したところ、生化学性状試

験等では一般の大腸菌と区別がつかず、VT検査では RP

LA法で VT2陽性、TAKARA-PCR及び LAMP法で VT

陰性であった。そこで vtx1,vtx2,vtx2f を標的としたリア

ルタイム PCR、ExEC マルチプレックス PCR を実施し

たところ、VT2f陽性と確認されたため、127検体をコロ

ニースイープ法によるリアルタイム PCR でスクリーニ

ングを実施し、陽性検体について増菌培養後に免疫磁気

ビーズ法で集菌を行い、菌分離を試みた。その結果、vt

x2f 陽性は 2検体、vtx1,vtx2,陽性は 1検体であり、免疫

磁気ビーズ法を用いて菌を分離することができた。（なお、

vtx1,vtx2,陽性 1検体からは O111が分離された。） 

本事例では、ExEC マルチプレックス PCR で vtx2f 

を早期に把握でき、vtx2f用のリアルタイム PCRを活用

することで、多検体を効率よく迅速にスクリーニングす

ることができた。EHECの O型が多様化する集団発生事

例において、有効な選択分離培地のない EHECを分離す

るには、免疫磁気ビーズを用いて集菌する方法は効果的

であった。 

学会等発表 

 

リアルタイム PCR を用いた腸管出血性大腸菌 O128

（vtx2f ）のスクリーニング 

 

奥島祥美１、吉原純子１、北橋智子１、木原顕子１、 

都竹豊茂１、三井良雄１、伊藤健一郎２ 

（１千葉市環境保健研究所、２国立感染症研究所） 

 

平成 25年度（第 52回）千葉県公衆衛生学会 

 

要旨：腸管出血性大腸菌（以下、EHEC）の主な病原因

子であるベロ毒素には多型が知られている。特に VT2f

は塩基配列が異なっているため、よく使用されている市

販の遺伝子検査では検出できない。しかし、リアルタイ

ム PCR 及び免疫磁気ビーズ法を組み合わせることによ

り、効率良く菌株を分離することができたので報告する。 

平成 24年 6月、千葉市内でベロ毒素を保有する EHE

C O128 の患者が発生し、VT2 陽性と判定された。患者

が発症後も保育所に通所していたため、患者家族及び保

育所関係者の検便を実施した。 

127 名の糞便を平板培地に塗抹・培養後、コロニース

イープを行い、スクリーニングとして VT遺伝子（vtx1、

vtx2、vtx2f ）を標的にしたリアルタイム PCRを実施し

た。陽性検体について、増菌培養後、免疫磁気ビーズ法

で集菌し、生化学性状試験による確認検査、リアルタイ

ム PCR、RPLAによる VT産生試験を実施した。リアル

タイム PCRによる vtx2f陽性は 2検体であり、共に免疫

ビーズ法により EHEC O128（VT2f ）を分離すること

ができ、RPLAは VT2陽性であった。 

分離された EHEC O128 は既に報告されている vtx2f

遺伝子を持った EHEC と同様に、LAMP 及び当所で常

用していた市販プライマーによる PCR で検出できない

菌株であった。しかし RPLAは対照とした EHEC O157

に比べて力価は低いものの凝集が認められ、VT2を検出

することができた。今後多様化する EHECの集団発生事

例において、多検体を迅速に処理できるリアルタイム P

CRは有効であり、免疫磁気ビーズ法による集菌も効果的

であると考えられる。しかし、本事例のような変異型ベ

ロ毒素を持つ EHECを見逃さないためには、RPLAとの

併用が大事であると思われた。 

 



学会等発表 

 

千葉市内の医療機関で発生した ESBL 産生菌による

院内感染について 

 

北橋智子１、吉原純子１、奥島祥美１、木原顕子１、 

都竹豊茂１、三井良雄１、静野健一２、花輪眞弓２、 

阿部克明２ 

（１千葉市環境保健研究所、２千葉市海浜病院 ICT） 

平成 25年度（第 26回）地研全国協議会 関東甲信静支

部細菌研究部会 

 

要旨：千葉市内の医療機関で ESBL産生菌による院内感

染が発生し、遺伝学的解析を行ったので、その概要を報

告する。 

当該医療機関にて米国臨床検査標準化協会（CLSI）法

で ESBL 産生菌と判定された 11 菌株（Klebsiella. pne

umoniae 8 株、Klebsiella oxytoca 1 株、Escherichia 

coli 2株）を検体とし、CLSI法に準拠したディスク法（供

試薬剤：CTX、CAZ、CPR、CMZ、CMNX、LMOX、I

PM、MEPM）を実施した。並行して、パルスフィール

ドゲル電気泳動（PFGE）及び PCR法（bla TEM、bla S

HV、bla CTX-M）を実施し、PCR法でバンドが検出された

場合はダイレクトシーケンス法により塩基配列を決定し、

遺伝子型別を行った。ディスク法の結果は 11株全て CT

X に耐性であり、Double Disk synergy test により ES

BL産生菌であることを確認した。PFGEの結果は K．p

neumoniae 8 株はほぼ同一パターン、E．coli 2 株は別

パタ－ンであった。また、11 株全てから bla CTX-Mが検

出され、その遺伝子型は、K．pneumoniae 8株が bla C

TX-M-15、E．coli 1株が bla CTX-M-14、E．coli 1株及び K．

oxytoca 1株（同一人物）が bla CTX-M-2であった。また、

K．pneumoniae 8株全てから bla SHV-11が検出され、K．

pneumoniae 5株及び E．coli 1株からは bla TEM-1が検

出された。今回検査した 11 株は全て ESBL 産生菌であ

り、いずれも bla CTX-Mを保有していた。K．pneumoni

ae 8株は PFGEがほぼ同一パターンであったことから、

プラスミドの伝播ではなく、bla CTX-Mを保有する菌体が

伝播した院内感染の可能性がある。同一人物から検出さ

れた E．coli 1株及び K．oxytoca 1株は共に bla CTX-M-

2を保有していたことから、患者の腸内で菌種を越えてプ

ラスミドが移った可能性があると考えられた。 

学会等発表 

 

千葉市における風疹発生状況と風疹ウイルスの検

出状況（2013 年 1 月～7 月） 

 

横井 一、水村綾乃、小林圭子、木原顕子、都竹豊茂、 

三井良雄（環境保健研究所） 

 

平成 25年度（第 28回）地研全国協議会 

関東甲信静支部ウイルス研究部会 

 

要旨：2012 年 1 月～12 月に市内で報告された風疹患者

数は 19 例であったが、2013 年 1 月～7 月までに報告さ

れた患者数は 207例と急増し、2012年の 10倍を超えて

流行している。2013 年 1 月は 2 例であったが、2 月に

21 例と急増し、その後も増加を続け、4 月～5 月に流行

のピークに達した後、患者数は徐々に減少した。患者数

を年齢群別にみると、男性は 20～40代、女性は 10～20

代が多く、全国集計とほぼ同様の傾向を示していた。ま

た、2013 年に報告された患者のうち男性が 8 割を占め、

流行の中心となっていた。ワクチン接種歴は、「不明」及

び「接種歴なし」が 9割を占めた。また、患者 207例の

うち、検査診断によって報告された患者は 186 例、臨床

診断によって報告された患者は 21例であった。検査診断

の内訳は PCR による検出が 92 例、IgM 抗体の検出が

86例、ペア血清による抗体上昇の確認が 8 例であった。 

2013年7月までに市内の医療機関から搬入された風疹疑

い患者 190例について、リアルタイム RT-PCR（Okamoto 

K et al.，J. Virol. Methods 168：267-271，2010）を実

施した結果、92例から風疹ウイルス遺伝子が検出された。 

検体別の検出率をみると、咽頭ぬぐい液が 96.6％と最も

高く、次いで尿 72.9％、血液 60.0％の順であった。また、

リアルタイム RT-PCR における Ct 値の結果から、咽頭

ぬぐい液に含まれるウイルス量は血液や尿よりも多いこ

とが示唆され、風疹ウイルスの検出には咽頭ぬぐい液が

最も適していると考えられた。 

風疹ウイルス E1領域の塩基配列（739bp）に基づく系

統樹解析を患者 81 例について実施した結果、72 例が遺

伝子型 2B、9例が 1Eに型別された。さらに、2Bに型別

された 72 例のうち 68 例が RVs/Aichi.JPN/32.12

（AB735188）と同一のクラスターを形成し、千葉市に

おける風疹の主流行株であると考えられた。 



学会等発表 

 

千葉市内における RSウイルスのサーベイランス 

 

水村綾乃、小林圭子、土井妙子、横井 一、木原顕子、 

都竹豊茂、三井良雄（環境保健研究所） 

 

平成 25年度（第 28回）地研全国協議会 

関東甲信静支部ウイルス研究部会 

 

要旨：RS ウイルス（RSV）は急性呼吸器感染症の主な

原因ウイルスの一つであり、秋から冬に流行する。今回、

市内における流行状況及び市内で 2012 年 1 月に初めて

検出された遺伝子型 GA2 の変異株の動向を明らかにす

るために RSV解析を行った。 

2010 年 4月～2013 年 7 月に、市内小児科病原体定点

1 医療機関において急性呼吸器感染症患者から採取され

た咽頭ぬぐい液及び鼻汁等、計 808検体について、RSV

検索を行った。G遺伝子を標的とした RT-PCRを実施し、

得られた増幅産物についてダイレクトシークエンスによ

り塩基配列を決定し、NJ法により系統樹解析を行った。 

808検体のうち 180検体についてG遺伝子の解析が可

能であった。系統樹解析の結果、サブグループ A(136検

体)は全て遺伝子型 GA2、サブグループ B(44検体)は全て

遺伝子型 BA に分類された。RSV 検出のピークは、

2010/2011 及び 2011/2012 シーズンでは 11 月～1 月、

2012/2013シーズンでは 9月～12月に認められた。 

一方、GA2に分類された 136 検体のうち 29 検体は G

遺伝子上に 72塩基の重複を有する変異株であった。この

変異株は 2012年 1月に市内で初めて検出された後、2012

年 7月～10月に 16検体、翌年 7月に 13検体と夏から秋

に限定して検出されており、これまでの RSVとは流行期

が異なることが示唆された。また、検出された変異株間

の相同性は 97-100%と高かったが、系統樹解析の結果、

2012年と 2013年に検出された変異株はそれぞれ別のク

ラスターを形成することが明らかとなった。この変異株

の検出は市外（横浜市、山口県、栃木県等）からも報告

されていることから、GA2変異株が国内に広がり、流行

遺伝子型の変動や抗原性・病原性に影響を与える可能性

も示唆された。今後も RSV の流行遺伝子型の解析及び

GA2 変異株の監視を継続する必要があると考えられる。 

 

学会等発表 

 

千葉市におけるヒトメタニューモウイルスの流行

状況と遺伝子解析 

 

小林圭子、水村綾乃、土井妙子、横井 一、木原顕子、 

都竹豊茂、三井良雄（環境保健研究所） 

 

平成 25年度（第 52回）千葉県公衆衛生学会 

 

要旨：ヒトメタニューモウイルス（hMPV）は急性呼吸

器感染症の原因ウイルスの一つであり、乳幼児及び高齢

者では下気道炎を引き起こすことが知られている。衛生

行政施策の一環である呼吸器感染症対策に資することを

目的とし、千葉市における hMPV の流行状況及び

Subgroup の動向について調査した。 

2011年 1月から 2013年 8月に、市内医療機関におい

て急性呼吸器感染症患者から採取された鼻汁、咽頭ぬぐ

い液及び喀痰等、計 727検体について、hMPVの検索を

行った。F遺伝子を標的としたRT-nested PCRを実施し、

得られた増幅産物の塩基配列をダイレクトシークエンス

法により決定し、NJ法により系統樹解析を行った。 

hMPV遺伝子はほぼ通年にわたり検出され、2011年で

は 4 月と 11 月、2012 年では 3 月と 9 月～10 月、2013

年では 2 月～4 月に検出のピークが認められた。本邦に

おけるhMPVの流行時期は春期であるという報告がある

が、今回の調査では春期及び秋期に検出数が増加すると

いう傾向が認められた。 

検出された 91株について系統樹解析を行った結果、23

株が Subgroup A2、49 株が Subgroup B1、19 株が

Subgroup B2 に分類され、A1 の発生は少ないという全

国的な傾向と一致していた。2011 年では年間を通じて

A2 が多く検出されたが、11月は A2よりも B1が多く検

出され、2012年 3月以降はB1が優位に検出された。2013

年は Subgroup A2、B1、B2が同時期に検出され、特定

の Subgroup が優位に検出される傾向は認められなかっ

た。このことから、シーズン毎に流行する Subgroup が

異なることに加え、複数の Subgroup が同時期に流行す

る場合があることが明らかとなり、hMPV の Subgroup

の動向監視を継続する必要性が示唆された。 

 

 



学会等発表 

 

冬季および夏季における室内空気質の実態調査 

 

坂元宏成 1、内山茂久 2、木原顕子 1、都竹豊茂 1、 

稲葉洋平 2、欅田尚樹 2 

（1千葉市環境保健研究所、 2国立保健医療科学院） 

 

第 22回環境化学討論会 

 

要旨：幅広い化学物質について、一般室内空気中の実態

を明らかにするため、冬季（2012年 1月～3月）および

夏季（2012年 7月～8月）の 2期間において、千葉市周

辺 50 戸の屋内外におけるガス状化学物質濃度の調査を

行った。用いたサンプラーは、オゾン及びアルデヒド同

時測定用拡散サンプラー(DSD-BPE/DNPH)、揮発性有機

化合物測定用拡散サンプラー(VOC-SD)、酸性ガス測定用

拡散サンプラー(DSD-TEA)、塩基性ガス測定用拡散サン

プラー(DSD-NH3)の 4 種類で、対象とした化学物質は、

カルボニル化合物 19 種、揮発性有機化合物（VOC）30

種、酸性ガス 6種、アンモニア、オゾンである。 

 結果、厚生労働省のガイドライン値または環境省の環

境基準値を超過した住宅は、冬季において、アセトアル

デヒドで 2 戸、トルエンで 1 戸、パラジクロロベンゼン

で 2 戸、ベンゼンで 9 戸、二酸化窒素で 25 戸あり、夏

季において、ホルムアルデヒドで 1 戸、パラジクロロベ

ンゼンで 5 戸、ベンゼンで 4 戸あった。 

パラジクロロベンゼンは、冬季で高濃度の住宅では夏

季でも高濃度の傾向があり、季節を問わず同一箇所の発

生源から放散していると考えられた。 

ベンゼンは、冬季、夏季ともに I/O 比（屋内濃度／屋

外濃度）が比較的小さく、外気の影響が大きかった。 

二酸化窒素は、夏季よりも冬季で非常に高濃度であ 

り、冬季の二酸化窒素の発生には燃焼が大きく寄与して

いると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

学会等発表 

 

冬季および夏季における千葉市周辺の室内環境中

ガス状化学物質濃度 

 

坂元宏成 1、内山茂久 2、木原顕子 1、都竹豊茂 1、 

稲葉洋平 2、欅田尚樹 2 

（1千葉市環境保健研究所、 2国立保健医療科学院） 

 

平成 25年度（第 50回）全国衛生化学技術協議会年会 

 

要旨：第 22 回環境化学討論会に引き続き、拡散サン

プラーを用いた千葉市周辺における室内環境中の化

学物質実態調査について、結果の報告を行った。 

 厚生労働省の濃度指針値、または環境省の環境基準

値を超過した住宅は、環境化学討論会で発表した通り

である。  

 また、屋内のオクタン、ノナン、キシレン、トリメチ

ルベンゼン濃度に関して、影響を与える要因について検

討を行った。これらの化学物質は、冬夏問わず非常に相

関が良く、同一種の発生源から放散していると考えられ

た。冬季屋内におけるキシレン濃度については、燃焼系

暖房を使用している住宅の平均値が 11 μg/m3、非燃焼系

暖房を使用している住宅の平均値が 4.9 μg/m3 であり、

さらに燃焼系暖房を使用している住宅のうち、灯油を使

用している住宅の平均値 15 μg/m3は、ガスを使用してい

る住宅の平均値 5.6 μg/ m3 よりも高かった。加えて、キ

シレン濃度と二酸化窒素濃度の相関係数が小さい（r = 

0.26）ことから、これらの物質は燃焼によるものではな

く、灯油等の石油精製物からの揮散によるものと推測さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学会等発表 

 

表示のない食品からポリソルベートが検出された

事例について 
 

上村 勝 1、大坪晃子 2、髙梨嘉光 1、木原顕子 1、 

都竹豊茂 1、三井良雄 1 

（1千葉市環境保健研究所、2千葉市環境局環境保全課） 

 

平成 25年度（第 50回）全国衛生化学技術協議会年会 

 

要旨：収去検査において判明した表題の事例を報告した。 

収去品は輸入品の菓子で、同型６色の詰めあわせであ

った。乳化剤以外にも酸化防止剤、着色料等の検査を実

施していたため、乳化剤検査用としての検体量が少なか

ったこと、また本市 GLP 規定上の要件である回収率（70

～120%）を満たすことに苦慮したことから、再度収去を

実施し、改めてポリソルベートのみの検査を実施するこ

ととなった。検査の結果、収去品からポリソルベート 80

を 0.09g/kg検出した。 

ポリソルベート検出が疑われた段階で、参考品を別途

入手して色別で検査をしたところ６色のうちの１色のみ

から 0.30g/kg検出した。このことから、収去品からのポ

リソルベート検出はその１色の部分に起因することが想

定された。また、収去品及び参考品とは異なる同一品を

入手して色別の詰め合わせ状況を調べたところ各色の詰

め合わせ比率が一定ではないことがわかった。 

詰め合わせ製品の一部の原材料に添加物が使用され、

製品内で含有の偏りがある事例は今後も発生することが

想定される。特に詰め合わせで製品化されているものに

ついては個々の原材料情報を確認しておくなど注意が必

要である。また検査における事例などの情報について共

有できるよう自治体間の検査機関における連携が必要で

あることを感じた事例であった。 

 

 

 

学会等発表 

 

全リンの ICP発光分析法とモリブデン青吸光光度

法との比較 

 

五木田 正、星野智晶 

（千葉市環境保健研究所） 

 

平成 25 年度全国環境研協議会関東甲信静支部 

水質専門部会 

 

要旨：全リンの測定は、公定法であるペルオキソ二硫酸

カリウム分解－モリブデン青吸光光度法で行っているが、

重金属（カドミウム、鉛、銅、亜鉛）を前処理し ICP 発

光分析法で測定する際に、リンも加えた一斉分析を行い、

分析業務を省略、効率化できるかを検討した。 

事業場排水と淡水の河川水については、ほぼ同一の値

が得られたが、海水及び汽水域の河川水については、一

斉法の方が高い値を示した。海水中の塩類等によるマト

リックス効果が原因と考えられるので、塩除去等につい

て、効率よく正確な値がでる方法を検討して行きたい。 

事業場排水については、規制値を超えそうな検体につ

いては、公定法での再測定が必須であるが、モニタリン

グ法として一斉法を採用することも可能と思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学会等発表 

 

千葉市における酸性雨の状況 

 

小倉 洋、平山雄一、高梨義雄、宮本 廣 

（千葉市環境保健研究所） 

 

平成 25 年度全国環境研協議会関東甲信静支部 

大気専門部会 

 

要旨：環境モニタリングを継続することは、環境状況を

把握する他に、不測の事態の影響による環境悪化や被害

状況を把握確認する為にも必要であり、モニタリングデ

ータの蓄積は危機予兆の察知にもつながり重要であり、

昨年度も千葉市宮野木大気測定局で酸性雨調査を実施し

た。 

調査は、 降水時開放型雨水採取装置により雨水を採取

し、試料は計量後に測定・分析した。試料はほぼ 1 カ月

ごとに回収し、測定項目および測定方法は酸性雨全国調

査方法によった。 

2010 年度から 2012 年度に千葉市宮野木で実施した降

水の調査結果は、以下のとおりであった。 

1) pH は、3 年間を通じて 2010 年度の全国平均より 

弱い酸性度で推移し、2010 年度の値は全国の中で

12 番目に高い pH であった。 

2)宮野木は、全国データと比較すると海塩粒子の影響

が弱いことがわかった。 

3)宮野木は、全国データに比べて、pH と pAi の差が 

大きく、中性化イオン濃度が比較的高い。 

4) 宮野木の全無機態窒素年間沈着量は、ほぼ全国平均

値で、南関東の地点と同様である。 

5) 宮野木の潜在的水素イオン年間沈着量は、全国でも

低いグループに属しており、南関東には同様な地点

が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学会等発表 

 

千葉市における降下ばいじん（鉄）の挙動 

 

星野智晶、海老原博行、高梨義雄、小倉 洋、平山雄一、

宮本 廣（千葉市環境保健研究所） 

 

平成 25 年度（第 52 回）千葉県公衆衛生学会 

 

要旨：近年、千葉市中央区付近では飛来する粉じん等の

改善要望が市民から多く寄せられている。本調査では粉

じん等の改善を図る資料として、測定地点ごとの総ばい

じん量や含有金属（鉄（Fe））等を調査し、粉じんの実態

を把握することを目的とする。 

調査は平成 22 年度から平成 24 年度の毎月、市内 8 か

所で行った。図 1 に降下ばいじんの採取位置を示す。測

定は、総ばいじん量を重量法で、Fe を ICP-AES で行な

った。 

総ばいじん量（図 2）は⑦、⑧と比べ①、③、④が 2

倍以上であった。発生源に最も近く同程度の距離にある

①と②では、北側の①の方が高い値となった。図 3 に月

ごとに総ばいじん量中の Fe 量を求めた分布を示す。①と

②の平均値は同程度であるが、②の方が広い分布をもつ

ことから季節のばらつきが大きく、風による影響が考え

られる。また、③～⑥では北に位置する③が最も高く、

次いで④、⑤、⑥の順であった。 

以上より、総ばいじん量は臨海部から内陸になるほど

減少する傾向にあり、特

に Fe を多く含む粒子は

風により内陸方向へ、中

でも北方向へ運ばれてい

ると考えられる。今後は

風向等を調査し、さらに

解析を進めていきたい。 



学会等発表 

 

千葉市総合保健医療センター屋上における粉じん

調査について 

 

小倉 洋、海老原博行、高梨義雄、平山雄一、宮本 廣 

（千葉市環境保健研究所） 

 

平成 25年度（第 52回）千葉県公衆衛生学会 

 

要旨：大気中に浮遊する粉じんは、工場や自動車など人

為的な原因によりに発生するものや、土壌などの舞い上

がり等発生原因は多種多様である。 

千葉市総合保健医療センターの屋上において、毎月、

ローボリュームサンプラーを用いた粉じん調査を実施し

ており、最近３年間のデータを解析して粉じんの発生原

因あるいは状況について解析した。 

調査は、千葉市総合保健医療センターの屋上に設置し

たローボリュームサンプラーで大気中の粉じんを捕集し、

ＩＣＰ－ＡＥＳを用いて１４種類の重金属等を分析した。 

 粉じん中に最も多いのは鉄で、以下カルシウム、ナト

リウム、アルミニウム、カリウム、マグネシウム等の順

であった。また、西南西から南東の風の時に鉄の濃度が

高い傾向が認められた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学術誌発表 

 

福祉施設におけるヒトメタニューモウイルス集団

感染事例－千葉市 

 

横井 一 1、水村綾乃 1、小林圭子 1、木原顕子 1、 

都竹豊茂 2、三井良雄 1、飯島善信 2、西郡恵理子 2、 

牧みさ子 2、加曽利東子 2、元吉まさ子 2、澤口邦裕 2、 

本橋 忠 2、山口淳一 2 

（1環境保健研究所健康科学課、2保健所感染症対策課） 

 

掲載誌：病原微生物検出情報月報  

Vol.34, 234-235, 2013 

 

要旨：2013 年 4 月下旬～5 月下旬にかけて千葉市内の福

祉施設（入所者 87 名、職員 37 名）において、ヒトメタ

ニューモウイルス（Human metapneumovirus：hMPV）

を原因とする呼吸器感染症の集団事例が発生したので、

その概要を報告する。 

2013 年 5 月 8 日、当該施設長から「発熱、咽頭痛、咳の

呼吸器症状を呈している入所者が多数いる」旨の連絡が

千葉市保健所にあった。保健所の調査の結果、初発例は

4 月 27 日発症の 4 名であることが明らかとなり、以降は

5 月 20 日まで発症者が認められた。発症者の主な症状は

発熱（37.5℃～38℃）、咽頭痛、咳であり、中には肺炎症

状を呈する症例も認められた。また、初発例 2 名につい

て迅速診断キットによるインフルエンザウイルスの検出

を試みたが、2 名ともに陰性であった。 

本事例の症例定義を「4月 27日から 5月 20日の期間に、

発熱、咽頭痛、咳の症状を呈した者」とした場合、発症

者は入所者 51 名、職員 2 名の合計 53 名となった。呼吸

器症状を呈する入所者 51 名のうち 15 名が肺炎症状を呈

し、1 名が入院となった。また、発症者の年齢幅は 42 歳

～85 歳であり、肺炎症状を呈した重症例 15 名のうち 14

名が 62 歳以上の高齢であった。感染拡大防止対策として、

外出・外泊・面会の中止、施設内の消毒、入所者・職員

のマスク着用、うがい・手洗いの励行、入所者全員の体

温測定（1 回/日）による発症者の早期発見、および発症

者の居室分離などの措置を講じた。その結果、5 月 20 日

以降、新たな発症者が認められなくなったことから、本

事例は終息したものと判断された。 

当所において、肺炎症状を呈する 5 症例の咽頭ぬぐい液

（5 月 8 日採取）から遺伝子検出とウイルス分離を実施

した。遺伝子検出は RS ウイルス、hMPV、パラインフ

ルエンザウイルス（1 型、2 型、3 型）、エンテロウイル

ス、ヒトライノウイルス、ヒトコロナウイルス、ヒトボ

カウイルスの 9 種類を対象とした。RS ウイルス、hMPV、

パラインフルエンザウイルス、ヒトボカウイルスについ

ては、Real-time (RT-）PCR 法による検出を実施した。

また、エンテロウイルス、ヒトライノウイルス、ヒトコ

ロナウイルスについては、RT-PCR 法による検出を実施

した。一方、ウイルス分離には RD-18S、VeroE6、HEp-2、

CaCo-2、および MDCK 細胞の 5 種類を用いた。その結

果、ウイルス分離は全て陰性であったが、Real-time PCR

法によって 5症例のうち 4症例から hMPV遺伝子のみが

検出された。そこで、Real-time PCR 法によって検出さ

れた 4 症例について、RT- Nested PCR 法 4)を行ったと

ころ、1 症例のみから PCR 産物が得られた。さらに、ダ

イレクトシークエンス法により、PCR 産物の塩基配列（F

遺伝子領域 317bp）を決定し、系統樹解析を実施したと

ころ、本症例から検出された hMPV の遺伝子型は B2 で

あることが明らかとなった。また、NCBI における Blast

検 索 で は 、 本 症 例 か ら 検 出 さ れ た 遺 伝 子 は 、

hMPV/Fukui/287/2008（AB716392）と最も高い相同性

を示した。 

千葉市においては、2013 年 3 月～5 月の期間に病原体定

点医療機関において上気道炎、または下気道炎と診断さ

れた散発症例 8 名から hMPV が検出されている。これら

の hMPV は全て遺伝子型 B2 であり、その塩基配列も本

事例の検出株と相同性が非常に高かった（塩基配列解析

部位が 100％一致）。このことから、本事例の発生期間で

ある 4 月下旬～5 月下旬に千葉市内で流行していた

hMPV-B2 が当該施設における流行に関与していた可能

性が示唆された。なお、2013 年 6 月以降の散発症例から

は、主に遺伝子型 B1 が検出されており、今後の hMPV

遺伝子型の動向（流行する遺伝子型の変化）が注目され

る。 

以上の結果から、本事例は hMPV-B2 を原因とする呼吸

器感染症の集団発生であり、初発例からの飛沫や接触に

よるヒト－ヒト感染によって、施設内に感染が拡大した

ことが示唆された。hMPV は、国内では春期（2 月～6

月）を中心に流行し、乳幼児や高齢者では下気道呼吸器

感染症（細気管支炎、喘息様気管支炎、肺炎など）を引

き起こす一方、健康成人においては比較的軽度の急性上



気道炎の起因ウイルスでもある。本事例でも、発症者 53

名のうち 38 名が発熱、咳、咽頭痛の上気道炎、15 名が

肺炎症状を呈する重症例であった。このことから、hMPV

は成人の急性呼吸器感染症の原因ウイルスとしても重要

視すべき存在であることが示唆され、特に高齢者施設な

どでの集団感染や院内感染に注意が必要であると考えら

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学術誌発表 

 

平成 24年度浮遊粒子状物質合同調査報告書 

関東における PM2.5のキャラクタリゼーション 

（第 5報） 

 

小倉 洋 

 

関東地方大気環境対策推進連絡会 

浮遊粒子状物質調査会議 

 

要旨：本浮遊粒子状物質調査会議では、広域的な課題で

ある微小粒子状物質（以下、PM2.5 という）に対する取

り組みの一環として、その汚染実態や発生源等を把握し、

今後の対策に資することを目的に、関東地方の自治体が

共同して調査を行った。 

 調査時期等については、平成 24年度も前年度同様、一

般環境において夏季の梅雨明け後とした。また、PM2.5

調査に加え、一部自治体においてはフィルターパック法

により捕集される、二次生成粒子の主な前駆物質につい

ても調査を実施した。 

 調査には、次の 1都 9県 7市が参加した。 

 

神奈川県、東京都、千葉県、埼玉県、茨城県、栃木県、

群馬県、長野県、山梨県、静岡県の各都県及び横浜市、

川崎市、相模原市、千葉市、さいたま市、静岡市､浜松市

の各市 

 

PM2.5濃度は、最も高濃度であったのは 7月 26日であ

り、低濃度であったのは 8月 5日であった。 

水溶性イオン濃度は長野が最も高く、矢板、池上(自排局)、

前橋、亀戸(自排局)、さいたま、鴻巣が高い傾向を示し

た。 

炭素成分濃度は、内陸部で高い傾向であり、水溶性有

機炭素も内陸部で高い傾向であった。 

金属成分は、全般的に地域による変動が大きく、一部の

地点では特定の元素が高いという特徴が見られた。カリ

ウム、カルシウム等では、同一日に複数地点で高くなる

傾向が認められた。 

本調査会議は、昭和 56年から浮遊粒子状物質に係る調

査研究を開始したが、その後、全国の自治体で体制整備

が進められ、本年度は常時監視の体制が整備された。 



学術誌発表 

 

第 5次酸性雨全国調査報告書(平成 24年度) 

 

小倉 洋、平山雄一、高梨義雄、宮本 廣 

 

全国環境研協議会 

酸性雨広域大気汚染調査研究部会 

 

要旨：本調査は、日本全域における酸性沈着による汚染

実態を把握することを目的として平成 3 年度から実施さ

れている。平成 24 年度の調査には、全国環境研協議会

52機関が参加し、湿性沈着及び乾性沈着のモニタリング

を行い、酸性雨広域大気汚染調査研究部会がデータをと

りまとめ報告書を作成した。 

千葉市は湿性沈着の通年モニタリングを行い、pH、電

気伝導度、硫酸イオン、硝酸イオン、塩素イオン、アン

モニウムイオン、ナトリウムイオン、カリウムイオン、

カルシウムイオン、マグネシウムイオンを測定した。 
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